






















































































訳、東洋書林、2000年、250-251頁（Mary	Miller	and	Karl	Taube,	An Illustrated Dictionary of the Gods and 

























































































































5	 ミラー、タウベ『図説マヤ・アステカ神話宗教事典』、250頁（Miller	and	Taube,	An Illustrated Dictionary of the 
Gods and Symbols of Ancient Mexico and the Maya,	p.	81）。
6	 オメテオトルは、「メキシコ中央部の二面性の原理を体現していた。この神は、オメテクートリometecuhtliとその
配偶者オメシワトルometecihuatlという形で男女両性をそなえた二面的な神」であった。ミラー、タウベ『図説マ
ヤ・アステカ神話宗教事典』、85頁（Miller	and	Taube,	An Illustrated Dictionary of the Gods and Symbols 
of Ancient Mexico and the Maya,	pp.	127-128）。また、オメテオトルは神話における最初の夫婦、「始祖の夫婦」
とも同一視されている。始祖の夫婦については以下の頁で説明されている。ミラー、タウベ『図説マヤ・アステカ神
話宗教事典』、159-160頁（Miller	and	Taube,	An Illustrated Dictionary of the Gods and Symbols of Ancient 





























































































Taube,	An Illustrated Dictionary of the Gods and Symbols of Ancient Mexico and the Maya,	pp.	88-89）。
10	 稲妻は古来より「生命を生み出すものととらえられて」おり、人間身体の基として伝えられたトウモロコシの起源に
関わる重要なモチーフであった。神話の中の稲妻については以下を参照のこと。ミラー、タウベ『図説マヤ・アステ
カ神話宗教事典』、64-65頁（Miller	and	Taube,	An Illustrated Dictionary of the Gods and Symbols of Ancient 























































































































































































































































































































話宗教事典』、269-270頁	（Miller	and	Taube,	An Illustrated Dictionary of the Gods and Symbols of Ancient 
Mexico and the Maya,	pp.	139-140）。加藤『ディエゴ・リベラの生涯と壁画』、523頁。
22	 加藤はリベラの壁画に表れる物語を解明する上で重要なのが「メキシコ時間」の再考であると示唆する。更にメキシ
コ特有の水のように溜まる時間とピラミッドにおける空間概念を提示している。加藤『ディエゴ・リベラの生涯と壁
画』、521頁。
23	 大貫良夫ほか編、『新版　ラテンアメリカを知る事典』、311頁。
24	 杉山三郎、フィールド・ノート①テオティワカン「月のピラミッド」発掘記その2、154-155頁、http://www.for.
aichi-pu.ac.jp/tabunka/journal/2-149.pdf（2015年9月28日）。
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則ち、時と空間への信仰を表すものであったと考えられる。更に、古代から続く
伝統的な時間の概念は、過去－現在－未来といった明確な区分をもつことはな
く、生も死も常に互いに内包されながら存在し続けていることがわかる 25。
この独特な時間解釈は『マヤの神話―チラム・バラムの予言』26の序文におい
て、マヤの人々の時間の概念や宇宙観として触れられている。クレジオはマヤの
時間解釈の特殊性について、マヤの時間は数字としてのみ存在するのではなく、
数字そのものが神の姿で表されているため、そのひとつひとつの時に神への信仰
が含まれていることを説明する。また、このような時間の解釈は人間を特別視す
ることがなく、人間を含む世界の物質の全てに神の本質があることを示唆するも
のであり、それは時間や死の場所にいたる全てに満たされている力であることを
教える。
更に、第四節において示したように、人間の身体は幾つかの霊魂が集う集合体
として捉えられており、身体に集う霊魂は死によって、それぞれの死の場所や新
たな誕生へと向かう。このように、神々の本質は姿を変えながらも永遠に続くの
である。従って、人間の身体は次の場所へと向かう永遠の時間の連鎖にもたらさ
れた、一つの地点でしかない。
また、《愛は抱擁する》に描かれた抱擁の連鎖は、母－子の関係の提示を越え
ており、そこには古代の人々によるピラミッド建設と同様に、カーロの考える時
空間の創造の原理が表されている。この作品には月と太陽を背景に包み込む宇宙
と、サボテンや他の植物を生やし根をはろうとすることで現在に繫がる大地、更
に生命を育む上で重要な基盤として、テワナ衣装を着たカーロと彼女が抱く嬰児
の姿をしたリベラがおかれ、それらが互いに抱擁する姿が描かれる。また、中心
に抱かれた嬰児のリベラの額には、未来をも見据える力をもった第三の目が書き
25	 加藤はメキシコの時間概念を「溜まる」時間であると定義する。また、以下のように説明する。「我々現代人の生き方
を呪縛している時間感覚とは異なり、時間は差異を産む物ではなく同質化を促すものとする認識がある。空間を静的
に捉え、人間を「生きる」装置として身体性のレベルで理解するのではなく、死後も空間があるかぎり存在しうる生
命の総体として捉えているように思われる。」加藤『ディエゴ・リベラの生涯と壁画』、522頁。
26	 ル・クレジオはフランスの小説家であり神話の翻訳をしたことでも知られる。マヤ神話―チラム・バラムの予言と
は、「メキシコユカタンのチュマイェルやティシミンなどの町に保存されていたユカテクマヤ人がアルファベットで
書き残した文章の総称」である。また、本稿はル・クレジオによってティシミンおよびマニの『チラム・バラムの書』
から「カントゥの予言」、「トゥンの予言」などのマヤにかんする古代文書の翻訳から構成した書籍を参考にした。ル・
クレジオ原訳『マヤ神話―チラム・バラムの予言』、望月芳郎訳、新潮社、1981年。
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込まれている 27。
カーロは抱擁の中心に嬰児の姿をしたリベラをおくことで、彼こそが創造の核
であり、過去と現在、未来、更には大地と宇宙とを繋ぐものとして存在すること
を表していた。つまり、リベラという時空間の力を内包した存在が、この作品の
抱擁の循環を動かす源となるのだ。
以上のように、カーロが描く作品の中心におかれた人間の姿が示しているのは
人間身体が神の本質の複合体であり、その身体の内に含まれた神々は身体をとり
まく植物や動物、大地、大気にいたるまで存在するという事実である。従って、
カーロは《愛は抱擁する》において抱擁の連鎖を描くことで、生命の循環とは直
線的に続くものではなく時間にさえも神々があり、それらが共存し関係し合いな
がら互いを内包していく運動を表しているのである。
結論
カーロの絵画には、死を媒介とした生命の循環構造が示され、カーロとリベラ
の母子像には母－子の関係や男－女の性を越えた姿が表されている。更に、《愛
は抱擁する》には二面性の思想に裏付けられたモチーフが描かれている。作品の
中心には嬰児（リベラ）が火の玉を持ち、女性（カーロ）の胸からは血のしぶき＝
水のイメージが流れることも、火と水といった対峙するイメージが同時におか
れ、関係しあうことによって創造の息吹を導くという思想の表れであると考えら
れる。このようにしてカーロは、二面性の思想における創造の原理が、そのまま
生命の循環という絶え間の無い永遠の流れを導くことを、「抱擁する身体」という
イメージに表していた。
また、母－子であり男－女であるモチーフと神的な存在としての彼等の姿は、
ポルメチャ族における創造神「クエラペリ神」とその妻「クエラウァペリ神」を連
想させる。ル・クレジオが原訳を行った、『チチメカ神話』の日本語訳をした望月
芳郎は、あとがきの中で、後者の神「クエラウァペリ神」について「（cuerauaperi
27	 エレーラはこの第三の眼について、「的確な欲望のベクトルに導かれたディエゴのヴィジョンは宇宙を抱擁するのだ」
と語り、カーロは「これを絵に表現するため、彼の額の真ん中に第三の眼を描き、これを『超可視力』、もしくはオ
ホ・アビソール（感知する目）と呼んだ。」と説明する。エレーラ『フリーダ・カーロ』、364-365頁。（Herrera,	Frida,	
pp.	312-313）。
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という名の）接辞―uaは〈腹の中で〉という意味であり、後者は〈腹の中で創造
する〉母神という意味になり、一種の地母神と解される」とし、また「この母神は
万物を創造したとき、植物をも産んだので、〈食物の母神〉としても崇められてい
たが、一方若い男女を選んではその体内に乗りうつり、生贄とすることを要求し
た」と説明する 28。
メソアメリカの神話において母という存在は、創造の中心で生命を育て、死を
もってその循環を司るものであった。カーロもまた自身が女性であり、母である
ことを意識的に描いていたことを思えば、自身を生命の母の化身として捉え、リ
ベラという嬰児を抱くことで自身の死もあらゆる生命と関係し、生命を生みだす
力のある存在であることを示していたと考えられる。
カーロは、女性としての痛みを表した画家として知られている。しかしながら
その痛みは彼女にとって、個人的な身体の痛みにとどまらず、生命を循環させ、
新たな命を誕生させるための壮大な陣痛として機能する一つの要素となる。従っ
て、彼女が絵画の中に表していたのは、彼女個人の身体に起きた痛みと死の予感
からはじまる循環と永遠に連結する生命の姿であった。
カーロの絵画は、メソアメリカから続く伝統的な思想の中で、人間身体の理解
と信仰、そして神々への思想と時空間の形成がどのように捉えられていたのか表
すものであり、人間の身体を中心とした生命の循環がもたらす創造神話の一つの
解釈として重要な意味を持つ。しかしながら、その描写は必ずしもメソアメリカ
の古い伝承に忠実なものではなく、カーロによって描かれたモチーフにみられる
神話や創造、生命の循環や身体に対する思想の全てに、彼女独特の解釈が含まれ
ている。
彼女の作品に用いられた思想は、メキシコの内部にとどまることなく、中国や
インドをはじめとしたアジア諸国やエジプトといった各国の身体をめぐる信仰に
加えて、ヨーロッパにおける哲学を取り込むことで生まれた、互いに影響し合う
思想構造にある。彼女にとって生命の誕生と死を思考することに、国や地域にあ
る微細な差異は関係なく、そればかりか彼女の創造は、それらひとつひとつの構
成と相互の関係によって成り立つものであったと考えられる。
一方、現代に生きる我々の身体は、カーロの絵画をみることで痛みや苦しみと
いった身体の感覚を受け取る。このような感覚は今現在を生きている我々自身の
28	 ル・クレジオ原訳『チチメカ神話』、324頁。
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身体を強く意識させ、やがて死を迎えた先に見える再生の物語をその身体の内に
予感させる。この作用は、彼女が複合的であり、かつ寛容な思想構造を提示した
自画像を描き続けたことによるものであり、カーロの絵画は常に、現在を生きる
観客の身体が受ける感覚によって未来へと繋がっていくのである。彼女が夢にも
似た幻想的な表現を現実として提示し続けたことの意味を、詳細な眼をもって解
明していくことこそ現在を生きる我々人間身体の使命と考え、今後の課題とし 
たい。
